
◆
奈
良

春
浅
し
鹿
の
無
音
に
囲
ま
る
る

吉
田
眞
智
子

◆
和
歌
山

雨
の
高
野
ヘ
ア
ピ
ン
カ
ー
ブ
過
ぎ
て
雪

満
田　

三
椒

◆
鳥
取

田
楽
や
女
人
ば
か
り
の
摩ま

に
尼
寺
参
り

平
田　

美
穂

※
摩
尼
寺
門
前
は
山
菜
料
理
の
茶
店
が
名
物

◆
島
根

出
雲
路
は
風
重
た
く
て
雪
襖

勝
部　

孚
萩

◆
岡
山

蕪
漬
に
緋
の
ま
じ
り
ゐ
る
忌
明
か
な

天
野　

光
暉

◆
広
島

春
め
く
や
島
を
揺
ら
し
て
着
く
渡
船

石
原　

孝
人

◆
山
口

ひ
と
恋
う
は
た
て
よ
こ
な
な
め
毛
糸
編
む
片
山　

淳
子

◆
徳
島

浅
春
の
渡
船
を
今
に
土
佐
泊

原
田　
　

茂

◆
香
川

野
火
は
し
る
屋
島
寺
の
里
ま
き
込
ん
で

岩
本
多
賀
史

◆
愛
媛

廃
坑
へ
さ
っ
と
春
雪
忌
日
来
る

則
包　

秀
子

◆
高
知

山
頭
火
の
鼾
も
ま
じ
る
虎
落
笛

山
﨑　

光
子

◆
福
岡

オ
リ
オ
ン
座
こ
こ
は
私
の
い
る
と
こ
ろ

中
村
美
津
江

◆
長
崎
・
佐
賀

春
節
祭
相
知
ら
ぬ
人
と
手
を
繫
ぎ

木
村　

宣
子

◆
熊
本

霧
氷
林
火
の
山
息
を
荒
く
し
て

福
岡
し
ょ
う

◆
大
分

一
枚
の
水
一
枚
の
紙
を
漉
く

吾　
　

亦
紅

◆
宮
崎

木
の
家
の
夜
更
け
か
す
か
に
凍
裂
音

徳
永　

義
子

◆
鹿
児
島

負
の
定
理
知
る
少
年
へ
梅
し
ろ
し

園
田　

千
秋

◆
沖
縄

見
つ
め
れ
ば
見
つ
め
返
さ
れ
初
鏡
か
な

池
宮　

照
子

に
点
火
。
轟
音
と
共
に
九
頭
竜
川
の
夜
空
を
突

き
上
げ
る
ど
ん
ど
火
は
圧
巻
で
あ
る
。
こ
の
日

を
境
に
、
春
の
足
音
が
聞
こ
え
て
来
る
よ
う
だ
。

　

大
阪
・
な
に
わ
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
展
望
塔
「
通

天
閣
」
は
、
明
治
四
十
五
年
凱
旋
門
を
モ
チ
ー
フ

と
し
て
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
上
に
建
て
ら
れ
た
エ
ッ

フ
ェ
ル
塔
風
の
塔
で
あ
る
。
高
さ
六
十
四
メ
ー
ト

ル
。
当
時
は
東
洋
一
の
高
さ
を
誇
っ
た
。
こ
の
塔

は
「
天
に
通
じ
る
高
い
建
物
」
と
の
意
味
で
、
明

治
初
期
の
儒
学
者
・
藤
沢
南
岳
に
よ
り
「
通
天
閣
」

と
命
名
さ
れ
人
々
に
親
し
ま
れ
た
。

　

そ
の
後
火
災
に
遭
い
解
体
。
現
在
の
通
天
閣
は
、

昭
和
三
十
一
年
に
再
建
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
高

さ
一
〇
三
メ
ー
ト
ル
。
五
階
に
は
大
阪
市
内
を
一

望
で
き
る
展
望
台
と
足
裏
を
撫
で
る
と
幸
運
の
訪

れ
る
と
い
う
神
ビ
リ
ケ
ン
像
が
あ
る
。
頂
上
の
丸

い
ネ
オ
ン
は
色
の

組
み
合
せ
に
よ
り

明
日
の
天
気
を
知

ら
せ
て
い
る
。
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母の笑顔限りなく
たった一つの表情をせよ

　　　寺井　谷子、髙野　公一、伴場とく子、門野ミキ子、門谷　杜人、
　　　松王かをり、川島由美子、山戸　則江、木村　聡雄、大島多津子
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「現代俳句の風」秀句を探る
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『宇多喜代子俳句集成』五十句抄
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「地区協注目作家とその作品」
　　東北海道、栃木県、東京多摩地区、関西、西九州

　記念講演「和歌の表現技術から見た俳句の特性」
第51回　現代俳句全国大会

第24回現代俳句協会青年部シンポジウム

大輪　靖宏 12
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『現代俳句年鑑2015』を読む

永年会員記念作品

通
天
閣　
　
　　
　
　

大
阪　

桑
田　

和
子


